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1. 研究の背景と目的
　東日本大震災をきっかけに、全国で津波や高潮
被害と沿岸部の在り方が注目されている。袋井市
沿岸部にある浅羽海岸も例に漏れず、静岡県によ
る南海トラフ巨大地震の第 4 次地震想定の影響を
受けて、県と市が連携し現在ある防潮堤の見直し
に着手し始めた。マツクイムシの被害等によって
約75%が荒廃してしまった海岸防災林を再生し、
10mから 12mの高さである現況防潮堤を盛土に
より補強することで防災機能の確保を進めてい
る。
　防潮堤整備事業を行うにあたり、現況の地形の
改変や海岸防災林の一部を伐採し、砂丘造成盛土
実施後に植樹を進めていくことから、現在の優れ
た景観を保全しながら新たに市民の憩いの場を創
出することが求められている。白砂青松の浅羽海
岸の有している魅力を最大限活用した非常時も平
常時も安全に利用できる防潮堤の景観提案を行
う。
2-1. 袋井市沿岸部の特性
　提案計画地は静岡県西部の袋井市沿岸部に位置
する。土地の大半を農地が占め、防潮堤海岸防災
林後背地には工業施設や公共施設が存在してい
る。国道 150 号線沿いには津波や高潮から避難
するための命山が建設されている。
　沿岸部の地形は、国道 150 号線と防潮堤が平
行して通っており、その２本のラインに挟まれる
ようにして前川がスラロームしながら流れてい
る。防潮堤と前川の関係を見ると前川が防潮堤に
近づいている箇所と遠ざかっている箇所があるこ
とに気づく。
2-2. 袋井市静岡モデル防潮堤整備事業
　袋井市は南海トラフ巨大地震による津波に対す
る防災機能の確保を目的とする浅羽海岸の防潮堤
整備に伴い、防潮堤完成後の利活用方法や景観デ
ザイン等配慮すべき事項について検討するため、
袋井市静岡モデル防潮堤整備事業に係る利活用検
討委員会を設置した。枯損木のある約 4,000m
区間について海岸防災林を再生する防災林造成事
業に平成２６年度から着手している。補強盛土工
事と県の防災林造成事業の実施については、袋井
市と静岡県の連携により、袋井市静岡モデル防潮
堤整備事業を進めていくこととする。
2-3. 防風柵に関する調査
　防災林を造成する際には、植栽した苗木を強風
から守るため防風柵の設置が必要となる。海風に
よる塩害を防止し、植物の安定した成長を促すよ
う、周囲に風を遮るものがない防潮堤天端付近に
は防風効果の高い施設の設置が求められる。
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3. 提案
　防潮堤が市民憩いの場や潤いと安らぎの場とな
るよう提案を行う。
①全体計画
　沿岸部の地形特性に着目。防潮堤と前川、前川
と国道 150 号線をつなぎ、浅羽南地区全体の防
災ネットワークを長期的に構築していく。
　既存の幹線避難路を海岸まで延長させ、防潮堤
と交わる位置に概ね等間隔に管理拠点を設定。防
潮堤の管理や海へのアクセス路として用いる。防
潮堤と前川が近づく箇所にサブ拠点を設置し、防
潮堤と前川をつなぐ。（図2）
②防風柵
　六角形防風柵を採用することで、防風柵の高さ
を抑えることが可能となり、見通しが確保され安
全に防潮堤を利用できる。防災林の中を蛇行する
ように走る遊歩道・自転車道に沿うように六角形
防風柵を設置。防風柵の形から着想を得た休息ス
ペースとなる二種類の四阿ベンチと展望台を設
け、ウォーキングやジョギングでも活用できる空
間を創出する。（図3）
③ユニバーサルスロープ
　防潮堤へあがるスロープは、歩行者・自転車・
車椅子・管理用車両・緊急用車両などすべての利
用者に対応したユニバーサルスロープとする。ユ
ニバーサルスロープ天端部、松林を横断する道を
折り返すことで、風を防ぎ水道になるのを防ぐ。
（図4）
図１：海側から見た防潮堤イメージ図
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図2：袋井市沿岸部地形特性概念図
図 3：防潮堤遊歩道イメージ図 図 4：同笠エリア管理拠点
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